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慶
慮
義
塾
に
お
け
る
知
的
伝
統

歴
史
学
家
と
し
て
の
田
中
卒
一
郎

佐

藤

正

幸

（

1
）
 

田
中
華
一
郎
は
大
陸
に
遊
び
、
財
政
総
長
辞
職
後
、
天
津
の
イ
タ
リ
ア
租
界
に
引
退
中
の
梁
啓
超
を

（

2
）
 

訪
ね
た
。
共
に
四
十
五
才
。
互
い
に
歴
史
家
と
し
て
の
技
量
を
認
め
あ
っ
て
い
た
二
人
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
東
ア
ジ
ア
文
化

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
夏
、

圏
の
中
で
の
「
近
代
歴
史
学
」
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
学
の
構
想
を
史
学
研
究
法
と
い
う
形
で
纏
め
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
梁
啓
超
は
田
中
に
、
「
三
年
を
期
し
て
完
成
の
見
込
み
で
中
園
歴
史
起
稿
中
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
後
に
『
中
園
歴
史
研
究
法
』
（
商
務
印
書
館
、

一
九
二
二
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

一
方
田
中
は
、
大
学
で
の
「
史
皐
研
究
法
」

の
講
義
と
し
て
そ
の
歴
史
学
の
構
想
を
展
開
し
、
そ
の
講
義
ノ
l
ト
も
、

ほ
ぼ
完
成
の
域
に
達
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
二
人
の
史
学
研
究
法
は
、
伝
統
的
中
国
史
学
理
論
の
位
置
づ
け
と
い
う
、
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
、
対
照
的
で
あ
っ

た。
梁
啓
超
の
『
中
園
歴
史
研
究
法
』
は
、
後
年
、
彼
の
名
著
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
も
の
で
、
近
代
史
学
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
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史
学
概
論
と
し
て
、
中
国
で
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、

旧
史
学
か
ら
近
代
史
学
へ
の
転
機
を
画
し
た
書
物
と
し
て
、
現
在
に
至
る

64 

ま
で
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
『
中
園
歴
史
研
究
法
』

に
見
ら
れ
る
梁
啓
超
の
基
本
的
立
場
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
史
学
理
論
、
中
で

も
ド
イ
ツ
の
史
学
理
論
を
骨
格
に
中
国
史
で
肉
付
け
し
た
も
の
で
、
近
代
中
国
に
ふ
さ
わ
し
い
新
鮮
な
歴
史
学
を
創
造
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

し
か
し
、
梁
啓
超
の
鋭
敏
で
自
信
に
満
ち
た
論
断
の
展
開
は
そ
の
切
れ
味
が
良
け
れ
ば
良
い
ほ
ど
、
切
口
、
が
鋭
け
れ
ば
鋭

い
ほ
ど
、
そ
こ
に
一
抹
の
不
安
が
残
る
。
第
二
章
「
過
去
之
中
園
史
皐
界
」
を
別
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
下
敷
と
し
た
ヨ
l
ロ
ッ

パ
近
代
史
学
理
論
に
対
し
て
批
判
的
な
と
こ
ろ
が
殆
ど
無
い
の
で
あ
る
。
別
な
表
現
を
す
れ
ば
、
「
伝
統
的
中
国
史
学
」
を
ヨ

l
ロ

ッ
パ
近
代
史
学
を
映
す
鏡
と
し
て
捉
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
当
時
新
た
な
学
問
体
系
の
樹
立
を
迫
ら
れ
て
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
史
学
を
座
標
と
し
た
中
国
史
の
再
検
討
、
中
国
史
学
の
再
構
成
で
あ
り
、
そ

（

4
）
 

こ
に
彼
は
、
中
国
に
お
け
る
近
代
史
学
の
成
立
契
機
を
見
て
い
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

梁
啓
超
の
目
指
し
て
い
た
の
は
、

田
中
翠
一
郎
は
、
梁
啓
超
と
は
別
な
近
代
史
学
へ
の
道
を
模
索
し
て
い
た
。
若
い
頃
か
ら
中
国
史
学
理
論
・
史
学
史
に
強

（

5
）
 

い
関
心
と
深
い
学
識
を
有
し
て
い
た
田
中
は
、
慶
臆
義
塾
在
学
中
に
出
会
っ
た
L
・
リ
l
ス
の
教
え
と
、
そ
の
後
二
年
間
の
ヨ

1
ロ

一方、

ッ
パ
留
学
と
か
ら
得
た
西
洋
史
学
理
論
の
知
識
を
も
と
に
、
両
者
の
批
判
的
総
合
の
上
に
近
代
史
学
を
構
想
し
、
そ
れ
を
「
史
皐
研

究
法
」
講
義
と
し
て
展
開
し
て
い
た
。

田
中
は
、
伝
統
的
中
国
史
学
理
論
を
「
過
去
の
も
の
」
、
す
な
わ
ち
単
な
る
知
識
と
し
て
頭

の
隅
に
置
く
の
で
は
な
く
、
「
生
き
た
も
の
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
歴
史
認
識
と
い
う
世
界
地
図
の
上
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国

の
双
方
に
等
距
離
に
足
を
置
い
た
田
中
の
脳
裏
に
は
、
こ
の
上
に
よ
り
普
遍
性
を
持
っ
た
近
代
史
学
が
築
か
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う

見
通
し
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
田
中
の
構
想
し
た
「
歴
史
学
と
は
何
か
」
は
、
広
く
世
に
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
講
義
の
ま
ま
で
、
聴
講

者
の
記
憶
の
中
に
埋
も
れ
る
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
八
月
の
彼
の
突
然
の
死
と
、
そ
の
直
後
の
関
東
大



震
災
に
よ
る
混
乱
の
為
、

田
中
自
身
の
講
義
ノ
l
ト
が
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
十
一
月
、
三
田
史
学
会
が
開
催
し
た
「
逝
去
五
十
年
記
念
田
中
翠
一
郎
博
士
資
料
展
」

遺
族
よ
り
「
史
皐
研
究
法
」
講
義
ノ
l
ト
が
出
展
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、

T

」、
》
U
u

・

田
中
華
一
郎
は
、
東
洋
史
家
、
或
は
政
治
学
者
と
し
て
既
に
著
名
で
、
没
後
、
岩
波
文
庫
に
入
っ
た
『
ド
l
ソ
ン
蒙
古
史
』
全
二

冊
（
昭
和
十
一
・
十
三
年
）
と
『
東
邦
近
世
史
』
全
三
冊
（
昭
和
十
四
・
十
六
・
十
八
年
）
の
書
名
と
共
に
、

田
中
を
憶
え
て
い
る
人
も
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
彼
が
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
変
わ
ら
ぬ
学
問
的
情
熱
を
注
い
だ
史
学
理
論
・
史
学
史
研
究
を
、
こ
の

講
義
ノ

I
ト
を
中
心
に
紹
介
し
、
彼
の
構
想
し
た
「
歴
史
学
と
は
何
か
」
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

つ
ま
り
、
歴
史
哲
学
、
歴
史
認
識
論
、
史
学
理
論
、
史
学

（

7
）
 

史
、
歴
史
教
育
等
の
研
究
者
を
指
す
言
葉
で
、
現
在
中
国
で
使
わ
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
。
日
本
語
に
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
用
語

（

8
）
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
と
し
て
回
目

m
g
z己。向
g
と
い
う
用
語
が
あ
る
。

表
題
に
掲
げ
た
「
歴
史
学
家
」
と
は
、
歴
史
の
メ
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス

が
無
い
た
め
、
借
用
し
た

歴史学家としての田中卒一郎

（1
）
田
中
華
一
郎
は
、
明
治
六
年
静
岡
県
田
方
郡
函
南
村
に
生
ま
れ
、
慶
臆
義
塾
幼
稚
舎
を
経
て
、
同
二
十
五
年
大
学
部
文
学
科
を
卒
業
、
同
三
十
二
年
よ
り
母
校

で
歴
史
を
講
じ
、
同
三
十
八
年
英
独
に
留
学
、
帰
国
後
文
学
科
政
治
科
で
史
学
研
究
法
、
東
洋
史
、
政
治
史
、
政
治
学
等
を
講
じ
た
。
大
正
十
二
年
八
月
ヘ
ル
ダ
l

『
歴
史
哲
学
』
上
巻
の
翻
訳
・
校
正
を
終
え
、
新
潟
県
瀬
波
に
遊
ん
だ
が
、
同
地
で
突
如
病
の
た
め
死
去
し
た
。
田
中
の
著
訳
書
・
論
文
全
三
百
八
十
六
編
の
目
録

は
、
『
田
中
華
一
郎
史
皐
論
文
集
』
（
三
田
史
皐
会
、
昭
和
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
同
論
文
集
は
、
彼
の
主
要
論
文
二
十
五
編
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

田
中
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
松
本
信
貴
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
華
一
郎
先
生
」
『
史
皐
』
第
四
十
五
巻
第
四
号
（
昭
和
四
十
八
年
）
、
拙
稿
「
脱
亜
論
と
歴

史
研
究
」
『
史
皐
』
第
四
十
八
巻
第
一
号
（
昭
和
五
十
二
年
）
が
あ
る
。

田
中
の
追
悼
記
事
は
、
『
買
業
』
第
三
巻
第
三
号
（
大
正
十
二
年
九
月
）
、
『
三
田
評
論
』
（
大
正
十
二
年
九
月
、
同
十
二
月
）
に
あ
り
、
福
田
徳
三
、
小
泉
信
三
、

幸
田
成
友
ら
が
．
田
中
の
学
問
・
人
物
を
語
っ
て
い
る
。

（2
）
田
中
華
一
郎
は
「
書
評
・
中
園
歴
史
研
究
法
」
『
史
皐
』
第
一
巻
第
三
号
（
大
正
十
一
年
）
一
二
四
ペ
ー
ジ
で
、
「
：
：
：
中
華
民
園
の
政
界
は
再
び
梁
氏
の
奮
起

を
促
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
機
会
も
あ
ろ
う
が
要
す
る
に
氏
の
長
所
は
文
筆
と
弁
論
と
に
在
っ
て
存
す
る
の
で
あ
る
：
：
：
」
と
学
者
と
し
て
の
梁
啓
超
を
高
く
評
価
し
．
一

方
梁
啓
超
は
「
東
籍
月
日
一
」
『
飲
氷
室
全
集
』
（
文
化
図
書
公
司
、
民
国
五
八
年
）
三
四
八
l

三
四
九
ペ
ー
ジ
で
、
田
中
孝
一
郎
の
『
東
邦
近
世
史
』
の
中
国
語
訳
の

65 
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出
版
に
際
し
て
．
其
の
書
評
で
、
「
東
洋
之
断
代
史
、
捨
是
書
更
無
他
本
、
：
：
：
其
捜
羅
事
寅
市
連
貫
之
、
能
護
明
東
西
民
族
擢
力
消
長
之
趨
勢
、
蓋
東
洋
史
中
最

佳
本
也
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（3
）
前
掲
書
評
、
二
一
四
ペ
ー
ジ
。

（4
）
こ
の
よ
う
な
西
洋
文
化
へ
の
強
い
傾
斜
は
、
当
時
の
中
国
の
歴
史
文
化
（

C
g口
F
E
E
W巳
苫
吋
）
全
体
に
つ
い
て
い
え
る
。
胡
昌
智
」
）
互
岳
丘
町
仏
2

〈
号
当

g
gロ
y
g内・

N
5
同
江
田
O

仏由吋

n
E
Z回目田口
y
g
目

8
5
t
宮
内
山
田
吋
ロ
伯
区
白
吋

g
c
gロ
E
o
y
S
K
E
E吋
の

E
E九
（
第
十
七
回
国
際
歴
史
学
会
議
史
学
史
部

門
報
告
、
一
九
九

O
年
）
参
照
。

（
5
）
『
東
邦
近
世
史
』
上
下
二
巻
（
丸
善
、
明
治
三
十
三
・
一
二
十
五
年
）
、
自
序
参
照
。

（6
）
詳
細
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
逝
去
五
十
年
記
念
田
中
華
一
郎
博
士
資
料
展
」
（
一
一
一
回
史
学
会
、
昭
和
四
十
七
年
）
参
照
。

（7
）
例
え
ば
、
張
舜
徽
『
中
国
歴
史
要
籍
介
紹
』
（
武
漢
、
一
九
五
五
年
）
、
一
八
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

（8
）
詳
し
く
は
拙
稿
『
回
目
吋
。
何
回
O
F
O
C
Jへ
｜
『
昔
語
り
』
か
ら
『
歴
史
認
識
論
』
へ
｜
」
『
史
皐
』
第
五
人
巻
第
三
・
四
号
（
平
成
元
年
）
、
一

1

二
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

66 

明
治
初
年
以
降
、

わ
が
国
に
お
い
て
歴
史
学
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
西
洋
史
学
方
法
論
の

紹
介
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
、
歴
史
学
の
原
理
論
を
論
じ
た
と
い
う
意
味
で
の
歴
史
研
究
方
法
論
で
は
な
く
、
む
し
ろ
如
何

に
史
実
考
証
を
行
う
か
と
い
っ
た
技
法
論
に
終
始
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
の
中
心
課
題
は
、

西
洋
式
技
法
を
如
何
に
日
本
史
研

究
に
応
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
坪
井
九
馬
三
の
『
史
皐
研
究
法
』
は
、
ド
イ
ツ
流
の
史
学
方
法
論
を

（

1
）
 

良
く
阻
暢
し
て
説
得
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
向
は
、
内
田
銀
蔵
に
至
っ
て
日
本
史
家
の
血
肉
と
化
し
た
と
い

え
よ
う
。
し
か
し
、
坪
井
を
は
じ
め
多
く
の
歴
史
家
の
関
心
の
あ
り
方
の
違
い
で
あ
ろ
う
が
、
西
洋
近
代
史
学
に
対
す
る
批
判
的
側

面

つ
ま
り
批
判
的
摂
取
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
殆
ど
そ
の
よ
う
な
視
点
は
み
ら
れ
な
い
。
西
洋
化
の
渦
中
に
身
を
お
い
た
者
で

あ
れ
ば
あ
る
程
、
西
洋
史
学
と
い
う
「
万
能
眼
鏡
」
で
何
で
も
見
て
し
ま
っ
て
、
肉
眼
そ
の
も
の
の
働
き
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
で



あ
る
。批

判
的
に
と
い
う
こ
と
は
空
想
の
産
物
で
は
あ
り
え
な
い
。
現
実
に
は
少
な
く
と
も
手
が
か
り
と
し
て
そ
れ
と
同
種
の
も
の
の
存

在
を
前
提
し
て
い
な
け
れ
ば
行
え
な
い
。

田
中
は
一
九

O
O
（
明
治
三
十
三
）
年
、
二
十
七
才
の
と
き
の
論
文
「
劉
知
幾
の
歴
史
研
究

法
」
の
緒
言
で
次
の
よ
う
に
語
る
。

歴史学家としての田中華一郎

弦
に
一
科
の
皐
問
あ
れ
ば
必
ず
や
其
研
究
法
あ
り
‘
殊
に
其
科
皐
の
性
質
研
究
を
し
て
困
難
な
ら
し
む
る
に
従
ひ
研
究
法
の
議
論
盆
々

其
盛
を
加
へ
皐
問
の
種
類
に
よ
り
で
は
其
研
究
法
の
み
を
論
ぜ
る
著
書
さ
え
少
か
ら
ず
。
歴
史
の
如
き
寅
に
其
一
に
し
て
此
種
の
著
書
英

文
の
も
の
L
み
に
で
も
其
敷
二
十
種
を
下
ら
ず
濁
文
の
も
の
に
は
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
簡
明
な
る
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
周
密
な
る
等
斯
皐
に
従
事

す
る
も
の
ふ
参
考
と
し
て
依
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
故
に
余
は
歴
史
を
縞
き
て
東
西
雨
洋
諸
図
民
盛
衰
興
亡
の
跡
を
探
る
の
傍
更
に

東
西
雨
洋
に
於
て
如
何
な
る
方
法
を
以
て
歴
史
の
研
究
を
行
ひ
し
か
其
沿
革
を
究
め
ん
と
欲
す
る
の
志
を
抱
け
り
。
而
し
て
西
洋
に
於
て

は
彼
が
如
く
研
究
法
に
閥
す
る
著
述
多
し
と
難
も
東
洋
に
於
て
は
劉
知
幾
の
史
通
王
鳴
盛
の
十
七
史
商
権
趨
翼
の
二
十
二
史
街
記
等
僅
に

敷
部
の
書
に
於
て
之
に
関
す
る
議
論
を
窺
ふ
を
得
ベ
き
の
み
。
但
し
歴
代
の
史
籍
に
就
き
て
一
々
研
究
せ
ば
更
に
大
に
得
る
昆
あ
る
べ
し

と
雄
も
是
到
底
僅
々
た
る
日
子
を
以
て
成
功
し
得
る
庭
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
余
は
先
史
通
を
取
り
て
東
洋
に
於
け
る
歴
史
研
究
法
研
究
の

端
緒
を
渡
せ
り
。
然
る
に
従
来
未
だ
此
種
の
研
究
を
試
み
し
も
の
な
き
を
以
て
容
易
に
我
意
に
満
足
す
る
の
結
果
に
到
着
す
る
能
は
ず
。

然
れ
共
其
意
に
満
つ
る
を
ま
た
ば
大
成
の
期
知
る
べ
か
ら
ず
、
故
に
敢
て
此
未
定
稿
を
公
に
す
。
若
し
大
方
識
者
の
叱
正
を
受
け
以
て
京

（

3
）
 

洋
歴
史
研
究
法
護
達
の
員
相
を
明
な
ら
し
む
る
を
得
ば
余
の
幸
何
物
か
之
に
加
ヘ
む
。

田
中
が
「
過
去
の
事
実
」
以
上
に
「
研
究
方
法
」

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
漢
学
な
ど

を
す
る
や
つ
は
け
し
か
ら
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
た
西
洋
一
辺
倒
の
当
時
の
慶
慮
義
塾
で
、
「
対
象
と
し
て
の
中
国
史
学
」
で
は
な
く
、

「
方
法
と
し
て
の
中
国
史
学
」

に
焦
点
を
あ
て
て
い
た
こ
と
は
、
二
重
の
意
味
で
彼
の
学
問
観
の
出
発
点
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

こ
の
論
文
は
、
西
洋
史
学
理
論
を
も
と
に
中
国
史
学
理
論
を
新
な
る
目
で
見
直
し
た
も
の
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
『
史
通
』
に
つ
い
て
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（

4
）
 

論
じ
た
も
の
と
し
て
は
近
代
日
本
で
初
め
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
文
自
体
は
、
『
史
通
』
の
紹
介
が
中
心
で
あ
る
が
、
『
史

68 

通
』
分
析
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
は

ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム

へ
l
ゲ
ル
、

フ
リ
l
マ
ン
、

シ
1
レ
l
、
マ
コ

l
レ

1
、

パ
l
ン
ズ
等
の
西
洋
近
代
史
学
理
論
で
あ
る
。
そ
の
論
点
は
、

西
洋
史
学
理
論
が
展
開
し
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
問
題
l
史
料
論
、
歴
史

の
客
観
性
、
価
値
判
断
、
因
果
性
、
歴
史
哲
学
等
ー
を
劉
知
幾
は
す
で
に
論
じ
て
お
り
、
史
職
の
問
題
、
史
評
の
困
難
さ
等
に
つ
い

て
ま
で
も
言
及
し
て
い
て
、
比
較
史
学
理
論
的
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
『
史
通
』
に
は
、
そ
こ
か
ら
学
び
取
る
べ
き
多
く
の
宝
が
隠
さ

れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
史
通
』
に
代
表
さ
れ
る
中
国
史
学
理
論
は
、
中
国
史
の
史
実
に
則
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
論
点
を
抽
象
化
し
て
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

田
中
は
、
こ
れ
を
初
め
て
学
問
的
議
論
の
場
に
出
し
た
と
言
え
る
。

一
方
、
こ
う
い
っ
た
検
討
を
通
し
て
田
中
は
、
中
国
史
学
と
西
洋
史
学
の
相
異
な
る
根
本
的
特
質
に
も
言
及
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

次
に
引
用
す
る
一
節
は
、
中
国
と
西
洋
に
お
け
る
歴
史
学
の
あ
り
方
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
以
降
よ
く
話
題
に
の
ぼ
っ
た

（

5
）
 

テ

1
マ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
興
味
深
い
。

李
延
室
町
の
南
北
雨
史
各
八
十
告
は
顕
慶
中
の
著
述
な
る
を
以
て
嘗
時
に
公
に
さ
れ
し
も
知
幾
は
「
古
今
正
史
」
の
篇
に
於
て
一
言
も
叙

及
せ
ず
或
は
其
私
撰
た
る
を
以
て
の
故
か
。
抑
も
仲
尼
尚
書
春
秋
を
修
め
し
を
は
じ
め
陸
買
沼
嘩
等
身
史
職
に
あ
ら
ず
し
て
史
書
の
撰
述

に
従
事
せ
し
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
と
難
も
歴
史
の
書
多
く
は
是
勅
令
を
奉
じ
帝
室
の
保
護
を
受
け
て
初
め
て
成
り
し
も
の
な
り
。
是
支
那

に
於
て
は
前
代
治
乱
興
援
の
跡
を
明
な
ら
し
む
る
修
史
事
業
を
以
て
重
要
な
る
政
務
の
一
と
な
せ
ば
な
り
。
舗
で
西
洋
の
歴
史
を
見
よ
。

（

6
）
 

回
よ
り
政
府
の
保
護
を
受
け
て
成
り
し
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
と
難
も
多
く
は
是
私
著
な
り
。

田
中
は
こ
の
歴
史
と
政
治
の
関
係
を
展
開
し
て
、
「
過
去
の
歴
史
を
以
て
現
今
の
政
治
の
参
考
に
資
せ
ん
と
す
る
は
果
し
て
其
蛍

を
得
た
り
と
云
ふ
ベ
仁
川
」
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
こ
れ
は
、
歴
史
研
究
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
十
九
世
紀
の
大
問
題
で
あ
っ

た
が
、
田
中
は
へ

l
ゲ
ル
流
の
消
極
論
を
廃
し
て
、
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
の
当
時
の
積
極
論
に
組
す
る
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
「
歴
史
研



究
は
政
治
上
の
組
織
改
善
の
基
礎
た
り
、
経
世
家
は
寅
際
の
歴
史
家
な
り
」
と
か
、

ず
し
て
、
政
治
は
現
在
の
歴
史
に
過
ぎ
ず
」
を
引
き
つ
つ
、
田
中
は
、
政
治
史
を
中
心
と
し
た
歴
史
研
究
の
重
要
性
を
主
張
し
、
こ

れ
を
広
義
の
文
化
現
象
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
「
国
家
」
研
究
と
し
て
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
田
中
自
身
、
政
治
学

者
と
し
て
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
し
、
実
際
の
政
治
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
興
味
深
い
。

フ
リ

l
マ
ン
の
「
歴
史
は
過
去
の
政
治
に
過
ぎ

と
も
あ
れ
、

田
中
は
史
学
研
究
法
を
単
な
る
技
法
論
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
歴
史
学
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
こ
の
点
で
、
従
来
の
史
学
理
論
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
視
点
は
、
翌
一
九

O
一
（
明
治
三
十
四
）
年

に
書
か
れ
た
「
王
鳴
盛
の
史
皐
」

に
お
い
て
一
層
明
確
に
な
る
。
こ
れ
は
、
清
朝
考
証
学
を
歴
史
研
究
に
応
用
し
た
王
鳴
盛
の
『
十

七
史
商
権
』
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
毛
晋
の
刻
し
た
十
七
史
の
議
文
を
改
め
、
脱
文
を
補
い
典
制
事
蹟
を
挙
げ
そ
れ

に
精
密
な
考
証
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
王
鳴
盛
の
歴
史
考
証
学
を
田
中
は
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
流
の
分
類
学
で
言
う
補

つ
ま
り
金
石
学
（
E
F
g内
E
Z也
、
系
譜
学

a
s
s－。
q）
、
紀
年
学
（
の
可
。
ロ
？

H
O
M
Q
）
、
等
西
洋
史
学
で
言
う
補
助
学
に
相
当
す
る
も
の
を
王
鳴
盛
は
既
に
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
て
史
実
考
証
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

批
判
的
な
こ
と
、
多
く
の
卓
見
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
田
中
は
、
そ
の
「
序
文
」
を
引
い
て
、
王
鳴
盛
の

助
学
の
分
野
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
分
析
し
て
い
る

歴史学家としての田中華一郎

史
学
原
理
論
を
展
開
し
、
「
史
皐
研
究
の
大
限
目
は
即
ち
寅
を
得
る
に
あ
り
従
て
史
籍
を
編
述
す
る
も
の
は
記
質
を
以
て
其
大
目
的

と
な
さ
い
ム
る
可
ら
ず
」
と
し
て
、
こ
れ
が
ま
さ
に
当
時
の
「
欧
米
新
派
の
史
家
の
主
張
」
と
全
く
そ
の
撲
を
一
に
し
て
い
る
と
言
う
。

（ロ）

つ
ま
り
、
ラ
ン
ケ
流
の
「
事
実
を
し
て
語
ら
し
む
る
」
精
神
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

中
国
と
西
洋
の
史
学
理
論
の
比
較
研
究
を
通
し
て
、

よ
り
普
遍
的
な
近
代
歴
史
学
の
あ
り
方
を
探
る
試
み
は
田
中
に
始
ま
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
盲
目
的
な
西
洋
史
学
崇
拝
に
陥
ら
ず
、
中
国
史
学
の
中
に
西
洋
史
学
に
は
な
い
も
の
を
進
ん
で

見
い
だ
そ
う
と
し
た
田
中
の
姿
勢
は
、
当
時
の
西
洋
一
辺
倒
の
風
潮
の
中
で
、
寧
ろ
後
向
き
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
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今
振
り
返
っ
て
み
る
に
、
む
し
ろ
そ
こ
に
田
中
の
確
固
た
る
学
問
態
度
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

70 

（1
）
初
版
は
、
明
治
三
十
六
年
で
あ
る
が
、
第
二
版
（
大
正
二
年
）
の
序
で
坪
井
は
、
「
予
の
研
究
法
は
：
：
：
要
す
る
に
確
買
な
る
誼
操
物
件
を
牧
む
る
を
以
て
研

究
の
鍵
錦
と
局
す
、
其
物
睦
の
精
神
的
な
る
と
物
質
的
な
る
と
は
敢
て
問
ふ
所
に
あ
ら
ず
、
民
く
索
め
博
く
牧
め
審
に
調
べ
慣
で
選
む
、
之
を
是
れ
史
串
の
本
務
と

す
」
と
語
っ
て
い
る
。

（2
）
内
田
は
、
歴
史
論
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
歴
史
哲
学
と
も
記
述
歴
史
と
も
異
な
り
、
「
一
般
に
種
々
な
る
史
的
事
買
に
就
き
て
、
其
の
普

過
な
る
性
質
及
形
式
を
究
め
、
之
に
貫
通
す
る
現
散
を
明
に
す
る
を
以
て
、
其
の
目
的
と
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
」
（
「
歴
史
の
理
論
と
歴
史
の
哲
学
」
、
内
田
銀

蔵
『
史
皐
理
論
』
《
同
文
館
、
大
正
十
一
年
》
所
収
、
四
ゴ
了
四
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
言
う
歴
史
理
論
と
は
、
歴
史
記
述
の
概
念
枠
組
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
内
田
は
民
族
経
歴
論
、
国
民
経
歴
論
、
社
会
団
集
経
歴
論
、
民
族
経
歴
論
、
個
人
経
歴
論
の
五
つ
を
掲
げ
て
い
る
。
内
田
の
目
指
し
た
の
は
田
中
と

は
異
な
る
方
阿
で
あ
っ
た
が
、
彼
独
自
の
歴
史
記
述
の
枠
組
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（3
）
『
田
中
華
一
郎
史
阜
論
文
集
』
所
収
、
三
四
七
1

コ
一
四
八
ペ
ー
ジ
。
初
出
は
『
慶
腔
義
塾
皐
報
』
第
一
ニ
十
号
（
明
治
三
十
三
年
）
。

（4
）
史
通
研
究
史
上
に
お
け
る
田
中
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
増
井
経
夫
『
史
通

l
唐
代
の
廃
史
観
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
一
年
）
、
三
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
5
）
例
え
ば
、
村
川
堅
太
郎
「
へ
ロ
ド
ト
ス
に
つ
い
て
」
『
西
洋
史
学
』
第
六
号
（
昭
和
二
十
五
年
）
、
ニ
ー
一
二
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

（6
）
『
田
中
翠
一
郎
史
皐
論
文
集
ヘ
一
ニ
六
人
l

三
六
九
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
前
掲
論
文
集
、
ゴ
一
六
九
ペ
ー
ジ
。

（8
）
ロ

ozzy
当

ago－－－切な
P
H
C
F
S
F町
内

昌

弘

W
H
Z
3
2
0＼
同
出
曲
目
。
ミ
・
（

9
5可
志
向

0・
H
8
0
）
に
詳
し
い
。

（9
）
「
図
家
の
生
物
皐
的
観
察
」
『
田
中
華
一
郎
史
皐
論
文
集
』
所
収
、
六
一
九
l

六
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
。
初
出
は
『
三
田
皐
会
雑
誌
』
第
十
巻
第
四
号
（
大
正
六
年
）
．

（
叩
）
占
部
百
太
郎
「
田
中
博
士
の
追
憶
」
『
買
業
』
第
三
巻
第
三
号
（
大
正
十
二
年
）
、
六
一

l

六
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
日
）
『
田
中
翠
一
郎
史
皐
論
文
集
』
所
収
、
三
九
四
l

四
O
三
ペ
ー
ジ
。
初
出
は
『
慶
庭
義
塾
皐
報
』
第
四
十
六
号
（
明
治
三
十
四
年
三

（
ロ
）
前
掲
論
文
集
、
四

O
一
ペ
ー
ジ
。

こ
れ
か
ら
四
年
後
の
一
九

O
五
（
明
治
三
十
八
）
年
、

田
中
は
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
に
二
年
間
の
留
学
を
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
主



と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
で
東
洋
関
係
の
史
料
収
集
を
行
い
、

ド
イ
ツ
で
は
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
の

K
・
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の

も
と
で
歴
史
学
を
修
め
た
。

ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
立
場
は
、
ラ
ン
ケ
を
中
心
と
す
る
政
治
史
中
心
の
歴
史
学
、

つ
ま
り
個
人
心
理
学
に
よ
る
歴
史
の
説
明
に
反
対

し
、
歴
史
研
究
は
社
会
心
理
学
的
、
集
団
心
理
学
的
手
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
だ
、
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
巧
目
。

5
8
0「

窓口
g
o
F
向。司

omg↓
と
言
う
ラ
ン
ケ
流
の
政
治
史
に
た
い
し
て
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
は
、
当
日

o
Z
8
0日間
g
g
o
F
向。当。

E
o己
を

（

1
）
 

知
る
の
が
歴
史
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
文
明
史
（
同
己
宮
高

gozozo）
と
名
付
け
た
。

ド
イ
ツ
の
歴
史
学
界
で
は
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
『
ド
イ
ツ
史
』
（

b
g容
と
の
呂
町
玄
与
F
尽

E0・
H
g
T
E
E－
）
を
め
ぐ
っ
て
論
争

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
当
時
に
し
て
は
、
三
十
二
才
と
い
う
、
比
較
的
年
と
っ
て
か
ら
留
学
し
た
こ
と
が
幸
い
し
た
の
か
、

田
中
t土

」
の
論
争
に
翻
弄
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

田
中
は
、
政
治
史
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
文
化
史
と
い

つ
ま
り
、

う
、
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
受
け
取
り
方
を
し
て
い
な
い
。

田
中
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

歴史学家としての田中草一郎

従
来
の
研
究
除
り
に
政
治
史
的
な
り
し
に
よ
り
之
に
封
し
て
文
明
史
の
撰
述
せ
ら
れ
し
こ
と
は
自
然
の
結
果
な
り
と
雌
も
而
も
文
明
史
と

雄
も
決
し
て
政
治
上
の
現
象
を
措
て
問
は
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
政
治
史
と
雌
も
又
決
し
て
文
物
に
干
す
る
記
述
を
避
け
し
に
あ
ら
．
さ
る
こ
と

は
従
来
に
於
て
も
然
り
、
一
方
に
於
て
は
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
の
濁
逸
史
は
敢
て
文
明
史
と
題
せ
ざ
り
し
に
あ
ら
ず
や
と
て
、
文
明
史
の
溺
立

を
否
定
せ
ん
と
す
れ
ば
他
方
に
於
て
は
ラ
ン
ケ
の
歴
史
は
即
ち
文
明
史
な
り
と
説
く
、
要
す
る
に
文
明
史
と
政
治
史
と
の
相
違
は
阜
に
そ

の
叙
述
の
大
綱
を
何
れ
に
求
む
る
や
と
云
ふ
に
止
ま
り
、
敢
て
納
撃
相
容
れ
ざ
る
も
の
な
り
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
、
彼
此
の
間
に
試
み
ら
れ

（

2
）
 

た
る
論
戦
は
畢
克
す
る
に
、
互
ひ
に
他
に
謝
し
て
雅
量
を
示
さ
ざ
り
し
が
潟
に
起
り
し
こ
と
と
見
る
可
し
。

と
も
あ
れ
田
中
は
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
考
え
に
共
鳴
し
た
よ
う
で
、
彼
を
通
し
て
歴
史
研
究
の
知
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
主
唱
し
た

ア
ン
リ
・
ベ
ル
（
問
。
ロ
ユ
ロ
ミ
吋
）

の
主
宰
す
る
『
歴
史
的
総
合
雑
誌
』
（
ロ
2
5
含

m
3
5
2
0
z
a
o広告。）

に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に

71 
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な
る
。
こ
の
雑
誌
は
一
九

O
O
（
明
治
三
十
三
）
年
に
パ
リ
で
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、

ル
シ
ア
ン
・
フ
ェ
！
プ
ル
、

マ
ル
ク
－

e

フ
ロ
ッ

72 

ク
に
代
表
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
出
発
点
と
な
っ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
当
時
の
歴
史
学
が
史
料
分
析
を
専
ら
と
し
、
自
ら
の
位
置

づ
け
を
欠
い
て
い
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
ま
た
、
歴
史
家
が
忘
れ
て
い
た
哲
学
的
総
合
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
デ
ュ
ル

ケ

l
ム
に
代
表
さ
れ
る
社
会
学
の
目
ざ
ま
し
い
台
頭
ぶ
り
に
刺
激
さ
れ
て
、
人
間
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
の
復
権
を
求
め
て
企
画
さ

（

3
）
 

れ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
当
時
ド
イ
ツ
で
一
人
孤
高
を
保
っ
て
い
た
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
や
イ
タ
リ
ア
の
ク
ロ

l
チ
ェ
の
参
加
も
得
た
こ
の

雑
誌
は
、
「
新
し
い
歴
史
研
究
」
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

（

4
）
 

る
こ
と
の
重
要
さ
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

田
中
に
歴
史
を
研
究
す
る
と
同
時
に
歴
史
研
究
と
は
何
か
を
考
え

（1
）！『・司・

3
o
g冨
o
p
h
思
曲
目
ロ
ミ
ミ
思
白
円
0
1
4
n
Q

円
建
立
さ
手
（
戸

J

へ－
L
E
N）・ぐ己・口・

8
・品
NMlb∞
・
参
照
。

（2
）
「
史
皐
研
究
法
講
義
」
ノ
l
ト
、
五
一
ペ
ー
ジ
。

（3
）
詳
細
は
、
竹
岡
敬
温
『
「
ア
ナ
l
ル
」
学
派
と
社
会
史
』
（
同
文
館
、
平
成
二
年
）
参
照
。

（4
）
拙
稿
「
脱
亜
論
と
歴
史
研
究
ヘ
三
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
尚
、
「
史
串
研
究
法
」
講
義
ノ
l
ト
と
共
に
残
さ
れ
て
い
た
、
田
中
の
手
写
に
よ
る
の
・
昌
吉
丘
四
件
。
・

『

HHmロH
O
N
－
e
u
z
H
M吋
O
肉
早
田
仏
。
田

E
E
g
E田仲
O
E
ρ
5
田

g
吋

E
ロ
口
四
円
同
名
丘
団
】
O

U
門〈
H
O

回目。口－
o
V
ぬ
S
N
S
岡山崎町。江由民団－
H
l
r

（H
∞誌）

3
・
m
l
ω

∞
・
は
、
田
中

の
構
想
す
る
歴
史
研
究
の
方
向
を
示
唆
し
て
い
て
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
論
文
こ
そ
、
同
2
5
同
な
円
己
主
ぬ
ま
の
創
刊
号
巻
頭
を
飾
っ
た
、
今
日
の
フ
ラ
ン

ス
の
歴
史
学
の
方
向
を
示
し
た
記
念
す
べ
き
論
文
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四

一
九

O
七
（
明
治
四
十
）
年
春
、
二
年
間
に
わ
た
る
留
学
か
ら
帰
国
し
た
田
中
は
、
慶
慮
義
塾
大
学
部
で
歴
史
を
担
当
し
、

九

O
（
明
治
四
十
三
）
年
に
は
自
ら
中
心
と
な
っ
て
大
学
文
科
に
史
学
科
を
開
設
し
た
。
「
史
皐
研
究
法
」

の
講
義
を
開
始
し
た
の
も
こ



（

l
）
 

の
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
田
中
の
講
義
ノ

l
ト
は
A
五
判
の
ノ

l
ト
約
五
百
ペ
ー
ジ
に
の
ぼ
る
手
稿
で
あ
る
。
講
義
の

骨
子
が
一
応
の
完
成
を
み
た
の
は
恐
ら
く
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
頃
で
あ
ろ
う
。
こ
の
六
年
間
で
田
中
の
史
学
概
論
の
大
体
の
構
成

は
終
わ
り
、
そ
の
後
も
筆
を
入
れ
な
が
ら
、
「
史
皐
研
究
法
」
は
、
大
正
十
二
年
夏
の
突
然
の
死
に
至
る
ま
で
そ
の
体
裁
を
整
え
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
「
史
皐
研
究
法
」
講
義
ノ

l
ト
の
目
次
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
の
目
次
は
、
（
一
）
現
存
す
る
講
義
ノ

ー
ト
、
（
二
）

田
中
の
死
後
間
も
な
く
全
集
が
企
画
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
目
次
、
（
三
）
現
存
す
る
講
義
ノ

I
ト
の
冒
頭
に
あ
る

目
次

を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
一
編
の
構
成
は
主
と
し
て

に
基
づ
い
て
い
る
。
第
三
編
解
釈
学
は

f「

一一一、、，，，

，...‘、

一一一、、＿.，
の

み
に
よ
り
、
本
文
は
現
存
の
講
義
ノ

I
ト
に
は
な
い
。
目
次
か
ら
伺
え
る
通
り
こ
の
第
三
編
は
、
歴
史
哲
学
を
論
じ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
と
同
種
の
主
題
は
「
史
学
の
性
質
及
び
そ
の
任
務
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
様
々
の

歴
史
論
、
歴
史
の
哲
学
的
解
釈
の
紹
介
が
主
で
あ
る
の
で
、
本
稿
の
主
た
る
考
察
の
対
象
と
は
し
な
い
．

田
中
華
一
郎
「
史
皐
研
究
法
」
講
義
ノ
l
ト

歴史学家としての田中華一郎

第
一
編

史
皐
序
論

第
一
章

（
歴
史
と
史
と
史
皐
て
ふ
熟
字
に
つ
き
て
）
（
亡
失
）

＊ 

第
二
章

東
亜
史
皐
史

第
三
章

西
洋
史
皐
史

希
臓
・
羅
馬
に
於
け
る
史
皐
の
沿
革

73 

第
一
節
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第
二
節

第
四
章

第
五
章第

一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
八
節

第
九
節

第
十
節

第
十
一
節

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

近
代
欧
洲
就
中
濁
逸
に
於
け
る
史
皐
の
沿
革

74 

歴
史
の
種
類

参
考
皐
科

地
理
皐
含
歴
史
地
理

心
理
皐

社
曾
皐

統
計
皐

政
治
皐

経
済
皐

法
律
皐

神
皐
・
宗
教
史

日
語
皐
丹
に
文
皐

嬰
術
井
に
科
皐

哲
皐

字
皐

文
書
皐

紀
年
皐

印
章
皐



第
十
章

第
十
一
章

第
十
二
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
二
編

第
一
章

第
二
章第

一
節

第
二
節

歴史学家としての田中率一郎

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
八
節 考

詮
原
理

系
譜
皐
・
紋
章
皐
・
古
泉
皐
・
度
量
衡
皐

目
録
之
皐

史
料
の
種
類

直
接
の
観
察
記
憶

報
告
・
停
読

遺
物

緒
言

史
料
の
批
剣

批
剣

史
料
作
成
の
時
と
庭
と
の
確
認

作
者
記
者
の
確
定

原
本
な
り
や
否
や
の
確
定

史
料
の
校
訂
・
出
版

史
料
の
確
認

史
料
相
互
の
比
較

事
賓
の
整
頓

75 
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第
三
章

第
四
章第

一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
三
編

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

史
買
の
説
明

76 

史
賓
の
綜
合
的
観
察

事
貫
の
聯
絡

史
賓
の
復
活

心
理
的
要
素
の
観
察

自
然
的
（
物
質
的
）
要
素
の
観
察

文
化
的
要
素
の
観
察

解
緯
皐
（
亡
失
）

因
果
の
概
念
（
亡
失
）

必
然
と
偶
然
の
概
念
（
亡
失
）

都
民
展
と
進
歩
の
概
念
（
亡
失
）

心
理
的
原
因
（
亡
失
）

心
理
的
車
位
（
亡
失
）

＊
「
史
串
の
性
質
及
び
任
務
」
の
緒
言
に
同
主
旨
の
議
論
が
あ
る
。

歴
史
の
債
値
（
亡
失
）

（1
）
『
慶
臆
義
塾
百
年
史
』
別
巻
（
大
学
編
）
（
昭
和
三
十
七
年
）
、
四
四
l

四
五
ペ
ー
ジ
。

（2
）
本
講
義
ノ

1
ト
の
第
二
章
「
東
亜
史
皐
史
」
の
行
間
及
び
別
紙
に
草
学
誠
へ
の
言
及
が
あ
り
、
田
中
の
手
沢
本
で
あ
る
『
文
史
通
義
』
の
末
葉
に
「
大
五
、
正

月
、
関
了
、
金
嶺
識
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
嶺
と
は
、
田
中
の
号
で
あ
る
。



（

3）
 

『
田
中
牽
一
郎
史
皐
論
文
集
』
所
収
、
四
七
七
1

五
四
七
ペ
ー
ジ
。
初
出
は
『
慶
臆
義
塾
講
演
集
』
（
慶
臆
義
塾
出
版
局
、
大
正
二
年
）
．

五

目
次
か
ら
も
伺
え
る
通
り
、
こ
の
史
学
概
論
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
史
学
概
論
、
特
に
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
流
の
史
学
概
論
に
基

本
的
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
の
坪
井
九
馬
三
の
『
史
皐
研
究
法
』
の
構
成
と
も
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
史
学
概

論
に
対
す
る
田
中
の
基
本
的
立
場
が
彼
ら
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
或
は
坪
井
の

そ
れ
が
、
歴
史
研
究
の
手
引
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

田
中
の
そ
れ
は
、
史
学
概
論
を
「
歴
史
学
と
は
何
か
」

を
考
え
る
学
問
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

田
中
は
歴
史
研
究
の
理
論
的
・
歴
史
的
・
社
会
的
考
察
と
、
考
証
と
し
て
の
史
料

批
判
学
、
そ
れ
と
歴
史
原
理
論
の
三
つ
か
ら
そ
の
史
学
概
論
を
構
想
し
て
い
る
。

史
学
序
論
と
題
し
た
第
一
一
編
は
、
現
存
す
る
本
講
義
ノ

i
ト
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

歴史学家としての田中翠一郎

第
一
章
は
、
講
義
ノ
l
ト
が
存
在
し
な
い
が
、
大
正
二
年
の
『
慶
臆
義
塾
講
演
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
史
皐
の
性
質
及
び
そ

の
緒
言
の
部
分
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
田
中
は
、
史
学
・
歴
史
と
い
う
言
葉
の
概
念
を
歴
史
的
に
検
討
し
、

の
任
務
」

西
洋
史
学
の
導
入
以
後
は
、
歴
史
と
い
う
言
葉
が
客
観
的
な
意
味
の
歴
史
と
主
観
的
な
意
味
で
の
歴
史
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（

2
）
 

サ
ハ
V

。

つ
ま
り
、

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
訳
語
と
し
て
歴
史
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
と
し
て
い

第
二
章
及
び
第
一
二
章
は
、

ふ
た
つ
の
意
味
で
注
目
す
べ
き
章
で
あ
る
。
第
一
に
史
学
史
を
史
学
概
論
の
四
日
頭
に
据
え
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
は
、
現
在
に
至
る
も
史
学
概
論
の
体
裁
と
し
て
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
第
二
に
東
亜
史
学
史
と
し
て
中
国
、
朝
鮮
、

日
本
に
お

77 
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け
る
歴
史
学
の
歴
史
か
ら
始
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
史
学
概
論
書
は
、
自
ら
の
歴
史
研
究
の
手
本
を
西
洋
の
歴
史
学

78 

に
求
め
て
い
る
た
め
か
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
史
学
史
を
射
程
内
に
お
く
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
。
東
亜
史
学
史
の
冒
頭
で
田
中

は
次
の
様
に
語
る

人
あ
り
若
し
西
欧
の
文
明
は
進
歩
裂
展
せ
り
と
雄
も
東
亜
の
文
明
は
然
ら
ず
と
云
ふ
も
の
あ
ら
ば
、
之
れ
誤
れ
る
の
甚
だ
し
き
も
の
な

り
、
そ
の
進
歩
の
遅
々
た
る
こ
と
は
夫
れ
或
は
そ
れ
あ
ら
ん
、
而
も
喜
も
設
展
の
形
跡
な
き
に
あ
ら
ず
、
今
東
亜
史
皐
の
沿
革
を
緯
ぬ
る

（

3
）
 

に
方
り
て
余
輩
は
盆
々
軽
率
な
る
東
西
文
明
比
較
論
の
不
蛍
な
る
を
覚
え
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

西
洋
史
学
の
受
容
は
、
自
ら
の
歴
史
研
究
の
伝
統
を
基
盤
に
し
て
初
め
て
可
能
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
を
自
ら
が
意
識
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
歴
史
か
ら
史
学
概
論
を
始
め
る
田
中
の
姿
勢
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ

る。
史
学
史
の
記
述
に
お
い
て
、
史
学
批
評
に
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
中
で
も
劉
知
幾
と
章
学
誠
に
つ

い
て
田
中
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

章
皐
誠
（
一
八

O
一
年
卒
）
の
文
史
通
義
に
至
り
て
世
人
或
は
以
て
劉
知
幾
史
通
の
上
に
あ
り
と
局
せ
り
。
余
輩
を
以
て
之
を
見
れ
ば
、

文
史
通
義
の
特
色
は
史
通
の
史
籍
の
分
類
を
排
斥
せ
し
と
、
全
篇
の
趣
旨
の
分
析
的
な
ら
ず
し
て
綜
合
的
な
る
に
あ
り
、
或
は
目
し
て
考

詮
派
に
到
す
る
反
動
的
一
分
派
と
魚
す
可
き
か
。

後
世
、
劉
知
幾
と
章
学
誠
の
比
較
論
は
現
在
に
至
る
ま
で
数
多
く
あ
る
が
、
章
学
誠
の
発
見
者
で
も
あ
る
内
藤
湖
南
の
見
解
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
章
学
誠
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

田
中
の
判
断
に
は
興
味
を
ひ
か
れ
る
。

ペ〉

ま
り
、

田
中
は
、
「
綜
合
的
」
と
か
「
考
詮
派
に
封
す
る
反
動
的
一
分
派
」
と
い
う
表
現
で
、
章
学
誠
は
、
劉
知
幾
が
歴
史
と
は
何

か
と
い
う
問
題
を
史
学
理
論
の
場
で
議
論
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
そ
れ
を
歴
史
哲
学
の
場
に
引
き
ず
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
、
と



（

5
）
 

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

田
中
の
基
本
的
態
度
に
は
、
史
学
理
論
と
歴
史
哲
学
を
「
似
市
非
」
な
る
も
の
と
す
る
考
え
が
あ
り
、
こ
れ
が
劉
知
幾
を
高
く
評

価
す
る
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

史
学
史
が
歴
史
学
を
時
間
軸
で
位
置
づ
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
続
く
第
四
章
か
ら
第
十
一
章
は
そ
れ
を
空
間
軸
で
位
置
づ
け
よ

う
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
第
四
章
歴
史
の
種
類
で
は
、
宇
内
史
と
世
界
史
の
区
別
、
文
明
史
と
政
治
史
の
関
係
、
時
代
区
分
等

に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
興
味
あ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
時
代
区
分
と
い
う
も
の
は
、
本
来
連
続
的
で
あ
る
も
の
に
、

非
連
続
と
い
う
観
念
的
操
作
を
加
え
る
歴
史
認
識
的
行
為
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
こ
れ
は
便
宜
上
随
時
に
定
め
て
よ
い
も

の
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
は
一
八
七
一
年
以
来
を
も
っ
て
最
近
世
史
と
す
る
の
に
対
し
て
、

日
本
人
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ

を
一
八
九
四
・
五
年
以
来
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
と
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

第
五
章
参
考
学
科
は
、

い
わ
ゆ
る
歴
史
の
関
連
分
野
の
紹
介
で
あ
る
。
地
理
学
で
は
、

チ
ェ
ン
パ
レ
ン
や
パ
チ
エ
ラ
l
の
ア
イ
ヌ

研
究
を
も
と
に
地
名
語
源
学
を
紹
介
し
、
心
理
学
で
は
当
時
新
し
い
分
野
で
あ
っ
た
社
会
心
理
学
に
力
を
入
れ
、
政
治
学
は
国
家
を

研
究
対
象
と
す
る
故
に
歴
史
学
と
は
特
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
し
、
経
済
学
に
つ
い
て
は
ス
ミ
ス
、

マ
ル
ク
ス
等
の
学
説
を
紹

歴史学家としての田中華一郎

介
し
て
い
る
。
第
六
章
字
学
は
中
国
の
小
学
類
に
つ
い
て
詳
述
し
、
中
国
の
字
学
及
び
金
石
文
の
歴
史
、

日
本
・
朝
鮮
・
ヨ

I
ロ
ッ

パ
の
金
石
文
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
第
七
章
文
書
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
文
書
史
料
批
判
の
歴
史
を
中
心
に
日
本
で
の
史
料
批
判

を
も
含
め
て
そ
れ
ら
の
詳
細
な
歴
史
を
語
っ
て
い
る
。
第
八
章
の
紀
年
学
は
、
世
界
の
様
々
な
暦
学
を
紹
介
し
、
紀
年
そ
の
も
の
の

歴
史
学
に
お
け
る
有
用
性
に
つ
い
て
ア
ッ
シ
リ
ア
学
と
中
国
古
代
史
で
の
日
蝕
に
よ
る
日
時
決
定
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
の
は
、

坪
井
九
馬
三
の
『
史
皐
研
究
法
』
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
田
中
の
視
点
は
、
決
し
て
西
洋
史
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国
史
学

に
お
い
て
西
洋
よ
り
進
ん
で
い
る
分
野
は
、
そ
れ
を
史
学
概
論
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
好
例
は
、
第
十
一
章
の
目
録
之
学
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で
あ
る
。

80 

史
学
概
論
で
目
録
学
に
一
章
を
割
く
こ
と
は
、

田
中
を
含
め
た
当
時
の
日
本
の
歴
史
家
が
手
本
と
し
た
出
・
出
。

g
r巳
ヨ
の
ぞ
マ
ー

宮
与
野
、
同
な
円
。
立
母
と
お
足
ミ

s
e
p
o
q
N山町内
w

H

∞
∞
ゆ
）
及
。
ひ
同

2
－1円
、
ロ
ミ
吉
弘
な
の
g
n
F
止
と
2hvt忠
言
。
F
Q
b

（目。ユ山口・

5
0印
）
に
も

み
ら
れ
な
い
章
で
あ
る
。

田
中
が
こ
れ
を
歴
史
の
補
助
学
中
第
一
位
を
占
め
る
も
の
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
清
の
乾

隆
帝
の
と
き
に
編
纂
さ
れ
た
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
代
表
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
研
究
の
貴
重
な
資
産
を
無
視
で
き
な
か
っ

る Tこ
ヵ：力、
故ら
にで

あ
目 ろ
録 う
之
皐目
の録
進学
歩は
す
る「

先
と

人
せ

のざ
z 研

r ~ 
出足
事 2
の’ιエ

度
研げ

空逗
；日み
M」た
取

る
り

やて
を

至
明

大同
のド

せ
関
I衣ず
二＇：ん
者ば
山貴

；~雲
と差
回開

を
中 4土

は止

子手
。る

目 の
録 虞
学あ

は
、
中
国
の
書
籍
分
類
で
は
、
歴
史
学
の
一
部
に
な
っ
て
お
り
、
歴
史
研
究
の
範
囲
・
対
象
を
ど
の
様
に
と
ら
え
る
か
と
い
っ
た
歴

史
認
識
の
構
図
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
・
日
本
・
朝
鮮
の
目
録
学
の
歴
史
的
説
明
に
多
く
の
。
へ
l
ジ
を
費
や
し
て
い

る
の
は
、
歴
史
と
い
う
、
対
象
領
域
の
設
定
し
に
く
い
学
問
の
全
体
像
を
目
録
学
は
教
え
て
く
れ
る
の
だ
、
と
い
う
考
え
が
田
中
の

脳
裏
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
講
義
ノ

l
ト
の
第
一
編
第
十
二
章
よ
り
第
二
編
第
四
章
ま
で
は
、
国
・
出
。

B
F
o
g
の
同
言
笠
宮
ミ
な
礼
的
自
の
お
。
玄
与
な
E

さな∞
m
S
R
F
Q＼
円
（
回
。
ュ

z・
5
0印）

の
、
か
な
り
忠
実
な
翻
訳
、
紹
介
で
あ
る
。
『
歴
史
と
は
何
ぞ
や
』
と
題
さ
れ
た
、
坂
口
昂
・
小
野

鉄
二
に
よ
る
本
書
の
日
本
語
訳
の
出
版
は
、
大
正
十
二
年
で
あ
る
か
ら
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
史
学
方
法
論
の
紹
介
と
し
て
は
か
な
り

（

7
）
 

初
期
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
部
分
は
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
第
三
章
第
二
節
か
ら
第
五
節
に
相
当
す
る
も
の
で
、
目
次
か

ら
も
分
か
る
通
り
、
純
粋
に
技
法
論
的
な
部
分
で
あ
る
。

こ
の
部
分
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
歴
史
研
究
は
、
史
料
を
集
め
、
整
理
す
る
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
史
料
に
は
様

々
な
も
の
が
あ
り
、
大
別
し
て
直
接
の
観
察
記
録
、
報
告
・
伝
説
、
遺
物
の
三
つ
で
あ
る
。
史
料
は
ま
ず
、
そ
の
真
偽
を
弁
別
す
る



た
め
に
史
料
批
判
を
行
う
。
こ
の
批
判
は
、
史
料
の
つ
く
ら
れ
た
日
時
と
か
、
ど
の
程
度
ま
で
真
偽
か
と
い
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る

外
形
批
判
と
、
内
容
の
価
値
を
定
め
て
証
拠
と
し
て
の
力
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
対
照
し
て
評
価
す
る
と
い
う
内
容
批
判
と
に
分

か
れ
る
。

つ
ぎ
に
確
定
さ
れ
た
史
料
を
解
釈
し
て
史
実
を
決
定
し
、
こ
れ
を
全
体
の
中
で
構
成
・
叙
述
す
る
こ
と
で
、
歴
史
研
究
は

完
成
す
る
。

田
中
が
こ
の
系
統
的
に
整
備
さ
れ
た
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
歴
史
実
証
技
法
に
多
く
の
ベ
l
ジ
を
割
い
て
、
講
義
で
紹
介
し
て
い
る
の

は
、
こ
こ
に
近
代
ド
イ
ツ
実
証
主
義
史
学
の
成
果
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
あ
り
、
歴
史
研
究
を
志
す
者
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
く
役
に
立

つ
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

歴史学家としての田中華一郎

（1
）
「
史
皐
の
性
質
及
び
そ
の
任
務
」
は
、
一
緒
言
、
二
東
洋
の
史
事
、
三
西
洋
の
史
皐
、
四
結
論
、
か
ら
な
り
、
二
及
び
三
の
内
容
は
、
講
義
ノ
l
ト
の
第
一
一
編

第
二
章
・
第
三
章
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
章
は
、
こ
の
論
文
の
緒
言
の
内
容
と
同
じ
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
。

（2
）
こ
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
『
歴
史
』
・
そ
の
言
葉
と
概
念
の
変
遷
」
東
大
由
良
ゼ
ミ
（
編
）
『
文
化
の
モ
ザ
イ
ク
』
（
緑
書
房
、
一
九
八
九
年
）
、
ニ
ニ
七
』

二
三
八
ペ
ー
ジ
。

（3
）
「
史
皐
研
究
法
講
義
」
ノ
l
ト
、
一
ペ
ー
ジ
。

（4
）
前
掲
ノ
l
ト
、
七
ペ
ー
ジ
。

（5
）
増
井
経
夫
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
歴
史
家
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
一
年
）
は
、
章
学
誠
に
対
す
る
田
中
と
同
主
旨
の
見
解
を
よ
り
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。

尚
拙
稿
「
歴
史
学
に
お
け
る
認
識
さ
れ
た
も
の
の
認
識
に
つ
い
て
つ
己
」
『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
三
十
一
号
（
昭
和
五
十
五
年
）
参
照
。

（6
）
前
掲
ノ
1
ト
、
一
一
二
八
ペ
ー
ジ
。

（7
）
生
前
、
松
本
信
康
先
生
か
ら
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
田
中
辛
一
郎
は
、
昼
休
み
に
史
学
科
の
学
生
を
集
め
て
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
恒
三
三
宮
ξ
の
講
読
を
行

っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
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-L. 
ノ＼

田
中
の
史
学
研
究
法
が
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、

で
は
田
中
は
そ
れ
で
満
足
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
第
二
編
考
証
原
理
の
緒
言
で
田
中
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

抑
も
科
事
の
研
究
方
法
に
二
種
あ
り
、
蹄
納
法
演
鐸
法
即
ち
こ
れ
に
し
て
自
然
科
皐
は
何
れ
も
帰
納
的
研
究
方
法
に
由
る
可
き
も
の
な

る
が
、
論
理
皐
井
に
数
皐
の
如
き
は
演
緯
的
科
皐
な
り
、
掠
、
史
皐
の
研
究
方
法
は
如
何
と
云
ふ
に
、
先
づ
第
一
に
史
料
に
就
き
て
掃
納

的
研
究
を
試
み
て
史
寅
を
確
め
、
次
に
第
二
に
経
験
に
基
け
る
想
像
を
用
い
て
之
を
解
轄
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
第
一
段
の
研
究
法
は
客
観

的
な
る
も
第
二
段
の
研
究
法
は
主
観
的
な
り
、
而
し
て
想
像
を
用
い
て
解
樟
す
る
こ
と
は
即
ち
哲
皐
的
前
提
を
以
て
演
縛
的
推
論
を
試
む

こ
と
な
る
も
、
市
も
比
論
の
範
囲
を
脱
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
多
し
、
但
し
、
か
く
の
如
く
に
し
て
確
定
せ
ら
れ
た
る
史
寅
を
蒐
集
し

て
更
に
蹄
納
的
推
論
を
試
み
、
以
て
法
則
を
確
立
し
て
綜
合
的
に
史
皐
を
科
皐
た
ら
し
め
ん
と
す
る
は
こ
の
第
二
段
の
研
究
法
を
蹟
充
せ

（

1
）
 

る
も
の
に
て
、
要
す
る
に
考
証
の
範
囲
を
脱
逸
せ
る
も
の
な
り
。

ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
『
歴
史
と
は
何
ぞ
や
』
の
主
眼
は
、
史
料
操
作
の
技
法
論
で
あ
り
、
史
実
の
説
明
、
史
実
の
総
合
的
観
察
は
最

田
中
が
、
こ
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
繰
り
返
し
史
料
批
判
の
次
に
く

後
に
そ
れ
と
関
連
さ
せ
て
ふ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

る
問
題
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
に
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
実
証
史
学
の
限
界
に
気
付
い
て
い
た
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
の
・

4
・
HAS－m
Eぽ
待
。
・
∞
0
日間

ggpHUS円
台
。
弘
吉
足
。
S
Q
N
h
a
h
N
R－
町

ω
F宮
古
江
ぬ
ま
ω
（句

R
F

（

2
）
 

H

∞
∞
∞
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
田
中
は
こ
れ
を
彼
ら
に
求
め
た
り
、
頼
っ
た
り
は
し
な
か
っ
た
。

こ
の
問
題
の
解
決
と
し
て
、

ま
ず
「
回
目
口
何
色
吾
氏
の
史
皐
研
究
法
」
と

田
中
は
二
つ
の
手
が
か
り
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
。

題
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
家
を
扱
っ
た
論
文
の
中
で
田
中
は
、
歴
史
研
究
は
、
過
去
の
社
会
に
お
い
て
人
間
が
働
き
、

ま
た
考
え



た
結
果
の
あ
ら
わ
れ
た
も
の
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

た
だ
制
度
・
事
件
そ
の
も
の
の
存
否
を
研

究
す
る
だ
け
で
は
、

正
確
な
史
実
を
叙
述
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
そ
の
史
実
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

し
、
こ
れ
を
行
う
に
は
想
像
の
力
を
借
り
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
。
「
事
寅
は
骸
骨
に
過
ぎ
ぬ
、
之
に
生
命
を
輿
へ
之
が
意
義
を
明
に

（

4
）
 

す
る
に
は
想
像
を
要
す
る
」
と
田
中
は
い
う
。
ど
れ
ほ
ど
材
料
を
集
め
、
記
録
を
渉
猟
し
て
も
、
そ
れ
を
解
釈
し
説
明
す
る
の
で
な

け
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
学
と
い
え
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
派
の
歴
史
学
の
よ
う
に
史
料
の
言
語
学
的
研
究
を
以
て
能
事
了
れ
り
と
す
る
の

で
は
な
く
、
歴
史
学
は
総
合
的
研
究
、
特
に
心
理
学
に
重
点
を
置
い
た
研
究
に
ま
で
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。

（

5
）
 

田
中
は
こ
れ
を
「
ホ
メ
ロ
ス
の
史
的
復
活
」
と
「
リ
コ
ル
ゴ
ス
の
歴
史
的
存
在
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
二
つ
の
論
文
の
中
で
展
開

す
る
。
前
者
で
は
、
言
語
学
的
研
究
の
厳
正
批
判
で
史
的
価
値
を
失
っ
て
い
た
ホ
l
マ
i
の
二
大
叙
事
詩
が
、
当
時
「
史
的
復
活
」

を
行
っ
た
次
第
を
述
べ
、
歴
史
考
証
の
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
説
き
、
後
者
で
は
、
当
時
ま
で
の
歴
史
研
究
法
が
十
六
世

紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
刑
事
裁
判
で
用
い
ら
れ
た
訊
問
法
、

つ
ま
り
一
人
の
人
物
が
判
事
と
陪
審
官
と
検
事

と
弁
護
士
を
一
身
に
兼
ね
て
い
た
状
況
と
同
じ
で
、
こ
れ
で
は
歴
史
学
は
到
底
実
際
の
真
相
、
即
ち
事
件
の
心
理
的
真
理
を
発
見
で

き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

歴史学家としての田中華一郎

つ
ぎ
に
田
中
は
こ
れ
を
「
詩
話
」
と
い
う
中
国
史
学
の
歴
史
叙
述
形
式
に
求
め
た
。
彼
は
「
支
那
皐
研
究
法
上
の
一
特
色
」
と
題

す
る
論
文
の
中
で
、
清
朝
一
代
の
学
術
・
文
芸
・
朝
儀
制
度
・
有
職
故
実
に
言
及
し
た
い
わ
ば
清
朝
の
文
化
史
と
で
も
い
う
べ
き
、

清
朝
末
期
の
学
者
楊
鍾
義
の
『
雪
橋
詩
話
』
（
一
九
二
ニ
年
）
を
取
り
上
げ
、
特
に
「
詩
話
」
と
い
う
歴
史
の
叙
述
形
式
に
焦
点
を
あ

て
て
、
中
国
に
お
い
て
詩
に
よ
っ
て
一
代
の
故
実
を
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
の
歴
史
を
説
き
、

そ
れ
の
持
つ
重
要
性
に
言
及
し
て
い

る
。
田
中
は
、
こ
の
詩
話
と
い
う
歴
史
の
叙
述
形
式
は
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
的
だ
と
か
、

ア
マ
チ
ュ
ア
的
だ
と
か
言
わ
れ
、
あ
た
か
も

欠
点
で
あ
る
か
の
よ
う
に
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
て
き
た
が
、
決
し
て
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
「
修
史
皐

83 
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回目

mgzo問
時
将
司
｝
弓

（

7
）
 

の
上
に
於
て
人
を
し
て
啓
護
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
」
と
す
る
。

84 

抑
も
史
皐
は
科
皐
な
り
や
否
や
と
云
ふ
問
題
は
敷
ば
繰
返
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
が
、
論
理
皐
と
し
て
は
史
皐
の
研
究
方
法
は
か
く
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
と
断
定
し
難
く
史
皐
の
大
家
が
如
何
な
る
研
究
方
法
を
取
れ
る
や
を
論
述
す
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
史
皐
が
自
然
科

皐
と
性
質
を
具
に
し
つ
つ
而
も
科
皐
な
り
と
稽
す
る
を
見
て
ミ
ル
や
フ
ア
ウ
ラ
ア
の
如
き
英
園
の
論
理
皐
者
は
史
皐
研
究
の
際
に
於
け
る

科
皐
的
要
素
は
比
較
研
究
に
あ
り
と
し
、
か
く
て
英
図
の
論
理
皐
で
は
歴
史
的
研
究
法
と
比
較
的
研
究
法
と
を
同
一
視
す
る
に
至
り
、
之

に
反
し
て
濁
逸
の
論
理
皐
者
は
史
皐
を
以
て
自
然
科
皐
と
具
れ
る
一
の
新
科
皐
な
り
と
説
明
し
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
之
を
以
て
法
則

的

g目。
5
0
2国
各
科
皐
に
劃
し
て
事
件
的

E
Z向
E
M
V
F
Z
o
F
科
皐
と
稽
し
、
リ
ツ
カ
ア
ト
は
之
を
人
文
科
皐
と
呼
ぶ
に
至
っ
た
。
併
し
醜

て
思
ふ
に
史
皐
の
研
究
に
は
勿
論
分
析
も
必
要
で
あ
る
が
之
と
同
時
に
綜
合
も
亦
之
を
放
く
こ
と
は
出
来
ぬ
。
而
し
て
自
然
科
皐
の
研
究

は
分
析
を
主
と
す
る
が
哲
皐
は
之
に
反
し
て
綜
合
的
に
世
界
観
人
生
観
を
立
つ
る
こ
と
を
以
て
そ
の
本
分
と
し
て
居
る
。
し
て
見
れ
ば
史

皐
の
研
究
法
は
哲
皐
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
科
阜
で
は
無
い
が
科
皐
中
に
最
高
の
位
置
を
占
む
る
哲
皐
の
研
究
方
法
を
も
採
用
せ

（

8
）
 

ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
し
て
、

ウ
ア
パ
ン
の
『
価
値
論
』
を
引
き
つ
つ
、
歴
史
学
の
中
で
も
歴
史
叙
述
の
鑑
賞
的
記
述
で
あ
っ
て
科
学
的
記
述
と
は
呉

つ
ま
り
、
「
債
値
の
絶
封
的
理
想
的
標
準
に
照
し
て
研
究
の
結
果
と
し
て
得
た
る
史
寅
に
封
し
賢
愚
善
悪
美
醜

の
批
判
を
下
す
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
劉
知
幾
の
史
有
三
長
説
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

な
る
部
分
が
あ
る
、

土
日
劉
知
幾
は
史
有
三
長
、
才
皐
識
、
世
牢
乗
之
と
云
ふ
た
が
、
史
才
と
は
文
義
の
天
才
と
し
て
史
筆
を
具
ふ
る
を
云
ひ
史
皐
と
は
分
析

的
考
詮
に
長
け
た
る
を
指
し
史
識
と
は
綜
合
的
哲
理
を
解
せ
る
も
の
と
見
る
可
き
で
あ
る
。
張
采
田
も
文
章
謂
之
才
、
考
訂
謂
之
皐
、
義

理
調
之
識
と
云
ふ
て
居
る
。
果
し
て
然
り
と
せ
ば
敢
て
総
て
の
串
間
と
は
云
は
ぬ
が
少
く
も
史
皐
の
上
に
於
て
は
科
皐
的
研
究
の
結
果
を

（叩）

韻
語
に
て
表
現
せ
ん
と
す
る
支
那
串
間
研
究
法
上
の
一
特
色
に
就
て
三
度
思
を
致
す
の
必
要
が
あ
る
。

田
中
は
歴
史
研
究
の
最
終
目
標
を
叙
述
に
置
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
近
代
実
証
主
義
史
学
を
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
展
開
し
よ
う

と
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。



歴史学家としての田中卒一郎

（1
）
前
掲
ノ

I
ト
、
二
四
七
l

二
八
四
ペ
ー
ジ
。

（2
）
本
書
の
日
本
語
訳
は
、
『
ラ
ン
グ
ロ
ワ
及
セ
l
ニ
ョ

l
ポ

I
氏

東
京
専
門
学
校
出
版
部
か
ら
そ
の
抄
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（3
）
『
田
中
華
一
郎
史
皐
論
文
集
』
所
収
、
二
七
三
l

三
四
六
ペ
ー
ジ
。
初
出
は
『
一
二
田
皐
会
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
号
l

第
三
号
（
明
治
四
十
二
年
）
。

（4
）
前
掲
論
文
集
、
一
二
三
六
ペ
ー
ジ
。

（5
）
「
ホ
メ
ロ
ス
の
史
的
復
活
」
は
『
日
本
及
日
本
人
』
第
六
百
九
十
六
号
（
大
正
六
年
）
所
収
。
「
リ
コ
ル
ゴ
ス
の
歴
史
的
存
在
に
閲
す
る
研
究
」
は
未
公
刊
論
文
。

（6
）
『
田
中
率
一
郎
史
皐
論
文
集
』
所
収
、
一

O
一
ー
一
三
五
ペ
ー
ジ
。
初
出
は
『
東
亜
経
済
研
究
』
第
五
巻
第
一
号
（
大
正
十
年
）
。
田
中
の
こ
の
論
文
に
関
し
て
、

神
田
室
二
郎
は
「
v
内
藤
先
生
と
シ
ナ
古
代
史
の
研
究
μ

一
一
一
題
」
『
内
藤
湖
南
全
集
月
報
4
』
（
昭
和
四
十
四
年
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
今

の
歴
史
学
者
は
細
か
い
事
実
の
考
証
ば
か
り
に
終
始
し
て
、
少
し
も
自
分
の
史
観
と
い
う
も
の
を
持
た
な
い
識
見
の
貧
困
に
対
す
る
不
満
を
松
本
彦
次
郎
と
内
藤
湖

南
が
語
り
合
っ
た
後
で
、
「
そ
の
た
め
か
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
発
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
慶
鹿
義
塾
大
学
の
『
史
学
』
に
話
題
が
移
る
と
、
今
度
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
、
松
本
さ
ん
は
そ
の
清
新
な
学
風
を
盛
ん
に
推
賞
さ
れ
た
。
内
藤
先
生
も
、
そ
れ
に
同
調
さ
れ
．
特
に
田
中
翠
一
郎
博
士
の
識
見
を
ほ
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
わ

た
く
し
に
向
か
っ
て
、
田
中
博
士
が
そ
の
前
年
で
あ
っ
た
か
山
口
高
商
の
雑
誌
に
書
か
れ
た
「
雪
橋
詩
話
を
読
む
」
と
い
う
論
文
を
一
度
見
て
み
よ
、
あ
れ
く
ら
い

シ
ナ
の
学
問
に
理
解
の
あ
る
学
者
は
専
門
学
者
に
も
珍
し
い
、
と
い
う
風
な
こ
と
を
い
わ
れ
た
。
」

（7
）
前
掲
論
文
集
、
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

（8
）
前
掲
論
文
集
、
二
二
一
丁
一
二
四
ペ
ー
ジ
。

（9
）
前
掲
論
文
集
、
二
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
叩
）
前
掲
論
文
集
、
一
ご
四
l

一
二
五
ペ
ー
ジ
．

歴
史
研
究
法
綱
要
』
と
題
し
て
、
村
川
堅
固
・
石
沢
発
身
の
訳
で
、
一
九

0
0
1
0
一
年
に

七

一
九
一

O
（
明
治
四
十
一
二
）
年
六
月
十
八
日
開
催
さ
れ
た
三
国
史
学
会
発
会
記
念
講
演
で
、

田
中
は
、
「
慶
底
義
塾
と
史
皐
の
研
究
」

と
題
す
る
開
会
講
演
を
行
い
、
明
治
初
期
の
慶
臆
義
塾
の
学
問
傾
向
は
、

西
洋
学
一
本
槍
で
、
漢
学
は
感
情
的
な
ま
で
に
排
斥
さ
れ

て
い
た
が
、
明
治
十
七
年
よ
り
、
漢
学
が
予
科
の
教
授
課
目
に
入
っ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
で
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
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へ
1
ゲ
ル
の
緯
証
法
の
術
語
で
云
へ
ば
、
皇
漢
皐
の
論
断
に
劃
す
る
反
断
と
し
て
慶
陸
義
塾
の
洋
皐
が
起
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
漢
皐
は

一
時
は
全
く
排
斥
せ
ら
れ
た
が
、
併
し
麟
て
論
断
と
反
断
と
を
総
合
し
て
一
方
に
偏
せ
ぬ
良
の
皐
聞
を
樹
つ
る
の
必
要
か
ら
夙
に
漢
籍
が

再
び
講
ぜ
ら
る
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
：
・

明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
の
結
果
欧
米
に
於
け
る
日
本
に
射
す
る
の
興
味
は
決
し
て
武
士
道
の
研
究
に
の
み
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
随

て
我
邦
は
勿
論
康
く
東
亜
の
文
物
の
研
究
は
日
本
の
皐
者
の
双
肩
に
掛
か
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
皇
漢
皐
の
復
興
と
云
ふ
と
不
快
に
思
ふ

人
も
あ
ろ
う
が
、
西
洋
の
文
物
に
併
せ
て
東
亜
の
方
面
を
も
比
較
的
に
研
究
せ
ぬ
時
は
、
白
図
の
文
明
の
世
界
史
上
の
位
地
を
了
解
す
る

こ
と
は
出
来
ぬ
。
随
て
員
の
皐
聞
を
し
た
も
の
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
。
慶
臆
義
塾
創
立
営
時
は
洋
皐
に
重
き
を
置
い
た
。
又
今
日
で
も

重
き
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
員
に
自
我
を
解
し
白
闘
を
解
す
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
教
育
あ
る
人
物
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
。
市
し
て
白
闘

を
解
せ
ん
と
せ
ば
、
園
史
に
通
暁
し
、
且
東
亜
の
歴
史
を
渉
猟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
史
皐
科
は
科
串
と
し
て
の
史
皐
を
興
さ
ん
と
す
る
の
大

（

l
）
 

抱
負
を
有
す
る
と
共
に
、
又
そ
の
方
面
の
研
究
を
努
め
て
員
に
白
園
を
解
せ
ん
と
す
る
の
人
物
を
養
成
せ
ん
と
期
す
る
の
で
あ
る
。
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日
本
が
世
界
の
歴
史
学
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
べ
き
か
を
考
え
続
け
て
き
た
田
中
は
、

メ
タ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
研
究
に

携
わ
る
限
り
、
西
洋
史
と
か
東
洋
史
と
い
っ
た
素
朴
な
分
類
法
に
囚
わ
れ
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
と
い
う

大
文
化
の
総
合
の
上
に
日
本
の
歴
史
学
は
築
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
よ
り
普
遍
的
な
歴
史
学
が
生
ま
れ
る
と
云
う
確
信
を
抱

（

2
）
 

き
続
け
て
き
た
。
こ
れ
が
彼
の
史
学
概
論
の
特
徴
で
あ
る
。

西
洋
史
学
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
歴
史
研
究
自
体
は
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
歴
史
が
大
学
で

独
立
の
講
座
に
な
っ
た
の
は
、
十
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
歴
史
の
ト
ラ
イ
ポ
ス
が
設
け
ら
れ
た
の
は
一

八
七
三
年
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
の
時
期
に
歴
史
研
究
が
好
事
家
的
な
も
の
か
ら
学
問
的
性
格
を

イ
ギ
リ
ス
に
限
ら
ず
、

（

3
）
 

帯
び
た
も
の
に
育
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
明
治
日
本
の
大
学
に
設
け
ら
れ
た
史
学
科
が
受
け
入
れ
た
の
は
、

ま
だ
誕
生
し
て
ま
も
な

い
西
洋
近
代
史
学
で
あ
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
西
洋
近
代
史
学
の
受
容
は
、
伝
統
的
中
国
史
学
を
も
と
に
作
り
上
げ
た
、

し
か
も
、



近
世
日
本
史
学
と
い
う
西
洋
の
近
代
史
学
に
比
肩
し
う
る
歴
史
研
究
の
伝
統
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
史
学
概
論
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
単
な
る
史
料
操
作
の
方
法
で
は
な
く
、
歴
史
学
の
存
在
意
義
と
そ
の
体

系
の
構
築
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
こ
れ
に
答
え
よ
う
と
し
た
の
が
、

田
中
の
史
学
概
論
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
学
の
単
な
る
紹
介
で
は
な
く
、
中
国
史
学
の
理
論
を
も
加
え
た
、

よ
り
普
遍
的
な
近
代
史
学
の
あ
り
方
を
探

る
こ
と
、

ま
だ
体
系
的
に
完
備
さ
れ
て
い
な
い
歴
史
学
を
原
理
論
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
田
中
の
目
指
し
た
「
史
学
概

詳
細
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

五
十
一
才
に
し
て
突
如
倒
れ
た
田
中
は
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
彼
の
目

（

4
）
 

指
し
た
史
学
概
論
は
世
界
の
史
学
理
論
史
の
中
で
も
特
筆
に
値
す
る
。
郷
里
に
あ
る
田
中
の
墓
碑
に
は
、
こ
の
よ
う
な
田
中
の
学
問

（

5
）
 

観
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

皐
線
東
西

把
今
古
稽

不
馨
丹
梯

桃
李
成
採

潅
忘
笠
蹄

操
飢
如
狽

歴史学家としての田中草一郎

高
興
岳
宵

徐
采
吐
寛

（
1
）
「
慶
麿
義
塾
と
史
学
の
研
究
」
『
史
皐
』
第
四
十
八
巻
第
一
号
（
昭
和
五
十
二
年
）
、
四
ペ
ー
ジ
及
び
一
一
ー
一
一
一
ペ
ー
ジ
＠

（
2
）
こ
こ
で
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、
田
中
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
当
時
の
歴
史
家
に
は
殆
ど
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
学
を
基
礎
に
、
新
た
な
近
代
史
学
を
作
り
上
げ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
田
中
と
同
世
代
の
東
洋
史
家
桑
原
鴎
蔵
は
、

梁
啓
超
の
『
中
園
歴
史
研
究
法
』
の
書
評
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
支
部
の
史
論
家
、
例
へ
ば
唐
の
劉
知
幾
‘
南
宋
の
鄭
樵
、
清
の
章
皐
誠
等
の
主
張

の
中
に
は
、
勿
論
幾
分
参
考
の
債
値
無
い
で
は
な
い
が
、
大
酷
か
ら
見
渡
し
て
、
囚
は
れ
た
議
論
が
多
い
。
支
那
の
史
皐
を
設
達
せ
し
む
る
市
に
は
、
過
去
の
因
襲

か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
過
去
の
因
襲
か
ら
離
脱
す
る
簡
に
は
、
司
馬
遷
、
班
回
等
の
著
書
や
、
劉
知
幾
・
草
月
子
誠
等
の
批
判
か
ら
超
越
す
る
こ
と
が
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